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1　はじめに

防災やセキュリティのための監視システムとして.無
線センサネットワークで構成されたパターン識別のシス

テムが注目されている.また,パターン識別処理に混合

ガウス分布モデルを用いる手法がその高い柔軟性から広
く研究されている.筆者らはこの処理の効率的実税法と

して区間計算法を提案した[1] [2]・これまでの研究では
固定小数点数により初期判別回路を構成していたが,計

算性能が不十分であることが確認された.これは主に固

定小数点数のダイナミックレンジが狭いことに原因があ
る.そこで本研究では,ダイナミックレンジを広くでき

る浮動小数点数演算を用い,ダイナミックレンジのより

広い判別回路をFPGA-実装することを目的とする.

2　混合ガウス分布モデルの区間計算法

区間計算法は,真値を挟む区間を用いて識別対象のク

ラスを判別する.従来法では,ある入力J:。に対するクラ
スA,Bの混合ガウス分布の真値を計算し,その大きさを

比較する.図1に例を示す.従来法であるこの例のよう

に片方のクラスの値が他のクラスの値より圧倒的に大き

い場合,真値の計算は無駄となる.それに対し区間計算
法は,まず簡単な計算から得られる区間を設定し,判別を

行う.図2に例を示す.この処理を初期判別処理と呼ぶ.

図2の例では,クラスBの下限値がクラスAの上限値よ

り大きいため,クラスBと判別可能である.もし初期判

別できなかった場合は,区間の精度を高める演算を行い,

判別を行う.この処理を洗練化処理と呼ぶ.洗練化処理

を無限に繰り返せば原理上真値に限りなく接近できる.

3　浮動小数点数演算の導入

判別器のダイナミックレンジを改善するため,本研究

では判別器にIEEE754の倍精度浮動小数点数演算を導

入する.これは多くの処理系で採用されている標準規格
であり,本構成においても十分なダイナミックレンジの
確保を可能とする.

4　色判別回路の実装,実験および結果

ダイナミックレンジの影響を評価するため,色を判別す

る回路を浮動小数点数,固定小数点数でそれぞれFPGA

に実装した.色の判別を行うアルゴリズムには混合ガ
ウス分布モデルの区間計算法の初期判別処理のみを用い

た・回路の記述にはVHDLを.開発環境にはXilinx杜

ISE10.1を,FPGAにはXC3S1600Eを用いた.評価に用

いた原画像を図3(a)に.浮動小数点数演算の結果を図

亡・
(a)原画像(b)浮動小数点数(C)固定小数点数

図3　色判別実験の結果

3(b)に.固定小数点数演算の結果を図3(c)に示す.図

3(b),(c)の白い部分は初期判別できなかった部分を示し
ている.浮動小数点数を用いた方が判別完了部分が明ら
かに多いことを確認できる.

5　おわリに

本研究では,浮動小数点数を用いた混合ガウス分布モ

デルの区間計算判別回路をFPGAに実装し,評価を行っ

た.その結果ダイナミックレンジが改善された.今後は

浮動小数点数表現における仮数部のビット幅および指数
部のビット幅を変更し.計算性能への影響を評価する.
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